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海
外
へ
の
生
産
移
転
は
最
低
５
年
視
野
に
計
画

国
内
回
帰
コ
ス
ト
と
地
政
学
的
リ
ス
ク
で
判
断

供
給
網
の
冗
長
性
確
保
や
在
庫
積
み
増
し
有
効

　
バ
イ
デ
ン
米
大
統
領
は
２
０

２
１
年
２
月
、
医
薬
品
、
重
要

鉱
物
、
半
導
体
、
高
容
量
電
池

の
重
点
４
品
目
の
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
（
供
給
網
）
を
見
直
す

大
統
領
令
に
署
名
し
た
。
大
統

領
は
「
大
統
領
令
は
、
米
経
済

の
重
要
部
門
に
お
け
る
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
脆
弱
性
の
問
題

に
取
り
組
み
、
い
か
な
る
危
機

も
米
国
民
が
自
国
産
業
に
頼
っ

て
乗
り
越
え
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
た
め
の
も
の
だ
」と
語
っ
た
。

　
大
統
領
の
発
言
は
、
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
に
関
し
政
治
家
も

一
般
市
民
に
劣
ら
ず
無
知
で
あ

る
こ
と
を
露
呈
し
た
。
多
く
の

人
は
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
複
雑
さ
を
理
解
し

て
お
ら
ず
、
国
際
貿
易
の
現
状

か
ら
す
れ
ば
、
大
統
領
令
に
よ

り
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
替
え
る
よ

う
に
全
製
造
業
の
国
内
回
帰
を

実
現
す
る
の
は
不
可
能
だ
と
い

う
こ
と
を
わ
か
っ
て
い
な
い
。

　
バ
イ
デ
ン
政
権
が
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
再
設
計
に
関
心
を

持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
製

造
業
の
中
国
依
存
に
終
止
符
を

打
ち
た
い
か
ら
だ
。
特
に
ハ
イ

テ
ク
分
野
で
中
国
が
競
争
力
を

高
め
る
恐
れ
が
あ
る
う
え
、
サ

イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
な
ど

を
巡
り
国
家
安
全
保
障
の
問
題

が
生
じ
か
ね
な
い
。
そ
う
な
れ

ば
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
米
経
済
の

回
復
を
脅
か
す
だ
け
で
な
く
、

将
来
の
米
国
の
国
家
安
全
保
障

と
国
防
に
も
影
を
落
と
す
。

　
米
国
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
最
終
的
に
中

国
に
行
き
着
く
現
状
が
懸
念
す

べ
き
だ
と
い
う
こ
と
は
誰
も
が

認
め
て
い
る
。
米
国
の
中
国
依

存
度
は
極
め
て
高
い
。

　
だ
が
製
造
業
の
米
国
回
帰
は

バ
イ
デ
ン
政
権
が
考
え
る
よ
り

も
は
る
か
に
複
雑
な
決
定
だ
。

必
要
な
の
は
現
時
点
で
ア
ジ
ア

が
安
定
し
た
供
給
源
に
な
っ
て

い
る
分
野
に
つ
い
て
、
グ
ロ
ー

バ
ル
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

設
計
と
リ
ス
ク
低
減
に
役
立
つ

思
慮
深
い
指
針
だ
。
製
造
業
の

国
内
回
帰
に
よ
り
政
府
調
達
や

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
設
計
、
自
前
で
製
造

拠
点
を
持
つ
コ
ス
ト
、
そ
し
て

国
際
貿
易
政
策
が
被
る
影
響
を

見
極
め
る
の
は
容
易
で
な
い
。

　
製
造
業
の
米
国
回
帰
と
い
う

発
想
に
は
問
題
点
が
多
い
。
あ

る
製
造
業
の
経
営
者
に
よ
れ

ば
、
低
コ
ス
ト
国
の
事
業
者
へ

の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
（
外
部

委
託
）
を
決
め
る
際
に
は
、
サ

プ
ラ
イ
ヤ
ー（
部
品
会
社
な
ど
）

の
選
定
、監
査
、事
業
の
構
築
、

品
質
検
査
、
生
産
能
力
拡
大
な

ど
が
必
要
に
な
る
。
最
低
で
も

５
年
先
ま
で
を
視
野
に
入
れ
て

計
画
を
立
て
る
と
い
う
。

　
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
ア
ジ

ア
に
構
築
す
る
際
に
は
、
調
達

担
当
役
員
は
「
こ
れ
ら
が
欧
米

に
戻
っ
て
く
る
こ
と
は
も
う
な

い
」
と
考
え
る
そ
う
だ
。
現
に

一
部
の
医
療
資
材
は
世
界
生
産

量
の
大
半
を
中
国
の
メ
ー
カ
ー

が
担
っ
て
い
る
。
競
争
力
、
品

質
、
規
模
の
点
で
同
等
の
製
造

拠
点
を
新
た
に
設
け
る
場
合
、

現
在
中
国
か
ら
の
輸
入
に
米
企

業
が
払
っ
て
い
る
関
税
を
大
幅

に
上
回
る
コ
ス
ト
が
か
か
る
。

　
筆
者
は
、
地
政
学
的
リ
ス
ク

を
低
減
す
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
戦
略
の
枠
組
み
を
考
察
し
た

（
図
参
照
）
。
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

が
特
定
の
国
・
地
域
に
固
定
さ

れ
国
内
回
帰
が
困
難
な
度
合
い

や
、
深
刻
な
地
政
学
的
混
乱
が

起
き
る
可
能
性
に
応
じ
て
、
集

中
化
・
地
域
化
も
し
く
は
国
内

回
帰
を
選
ぶ
指
針
と
な
る
。

　
図
の
縦
軸
は
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ

ー
の
固
定
化
や
コ
ス
ト
要
因
な

ど
外
的
事
業
環
境
に
よ
り
供
給

源
の
国
内
回
帰
や
移
転
が
困
難

で
あ
る
度
合
い
を
表
す
。
中
国

産
業
の
多
く
に
は
政
府
資
金
が

投
じ
ら
れ
て
お
り
、
新
た
な
サ

プ
ラ
イ
ヤ
ー
開
発
に
要
す
る
資

本
コ
ス
ト
が
極
め
て
大
き
い
。

こ
れ
が
国
内
回
帰
へ
の
投
資
の

高
い
ハ
ー
ド
ル
と
な
る
。
横
軸

は
進
行
中
の
重
要
な
地
政
学
的

事
象
（
英
国
の
欧
州
連
合
離
脱

や
米
中
貿
易
戦
争
な
ど
）
に
起

因
す
る
現
在
の
リ
ス
ク
と
混
乱

（
関
税
、
輸
入
割
り
当
て
、
輸

出
制
限
な
ど
）
が
今
後
も
続
く

可
能
性
を
表
す
。
こ
の
２
つ
の

軸
か
ら
、
大
き
く
分
け
て
次
の

４
つ
の
戦
略
を
導
き
出
せ
る
。

　
第
１
に
国
内
回
帰
の
困
難
度

も
地
政
学
的
リ
ス
ク
も
高
い
ケ

ー
ス
で
、「
ひ
た
す
ら
耐
え
る
」

戦
略
と
な
る
。

　
労
働
コ
ス
ト
の
み
な
ら
ず
輸

送
費
、
関
税
、
供
給
途
絶
リ
ス

ク
な
ど
の
問
題
で
海
外
の
サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー
か
ら
製
品
を
調
達
す

る
コ
ス
ト
が
高
騰
し
た
た
め
、

国
内
回
帰
を
巡
る
議
論
が
活
発

化
し
て
い
る
。
特
に
コ
ロ
ナ
危

機
で
人
工
呼
吸
器
な
ど
の
重
要

物
資
の
供
給
途
絶
リ
ス
ク
が
判

明
し
て
か
ら
は
、
国
内
回
帰
の

必
要
性
が
一
層
強
く
認
識
さ
れ

た
。
だ
が
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が
既

に
定
着
し
て
い
る
分
野
で
は
経

済
的
要
因
の
克
服
は
容
易
で
な

く
、
現
状
維
持
を
基
本
と
す
る

戦
略
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　
一
部
の
産
業
で
は
、
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
再
構
築
は
非
常

に
困
難
だ
。
例
え
ば
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
産
業
は
、
部
品
製
造

も
最
終
組
み
立
て
も
ア
ジ
ア
に

集
中
し
て
い
る
。
よ
っ
て
企
業

は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
冗
長

性
を
持
た
せ
た
り
、
異
な
る
地

点
に
在
庫
を
維
持
し
た
り
す
る

と
い
っ
た
戦
術
で
備
え
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。

　
第
２
に
国
内
回
帰
の
困
難
度

は
低
く
地
政
学
的
リ
ス
ク
は
高

い
ケ
ー
ス
で
、
「
選
択
肢
を
増

や
す
」
戦
略
と
な
る
。

　
不
確
実
性
と
リ
ス
ク
の
回
避

を
優
先
す
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
論
理
か
ら
し
て
も
、
サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー
が
顧
客
の
近
く
に
位

置
す
れ
ば
総
輸
送
コ
ス
ト
が
大

幅
に
圧
縮
さ
れ
る
と
の
認
識
か

ら
し
て
も
、
国
内
回
帰
の
動
き

は
理
に
か
な
う
。
特
に
大
き
く

か
さ
ば
る
割
に
利
幅
の
小
さ
い

品
目
で
は
、
輸
送
コ
ス
ト
を
避

け
て
消
費
地
の
近
く
で
生
産
す

る
こ
と
が
合
理
的
だ
。

　
地
元
市
場
の
知
識
を
生
か
し

て
国
内
調
達
を
増
や
し
、
経
済

成
長
に
つ
な
げ
る
好
機
で
も
あ

る
。
例
え
ば
イ
ン
ド
や
中
国
の

携
帯
電
話
メ
ー
カ
ー
は
、
地
元

市
場
向
け
に
地
元
で
生
産
す
る

地
域
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
か
ら

調
達
し
市
場
シ
ェ
ア
を
高
め
て

い
る
。
顧
客
や
消
費
地
に
近
い

ほ
ど
コ
ス
ト
は
抑
え
ら
れ
る
。

　
第
３
に
国
内
回
帰
の
困
難
度

は
高
く
地
政
学
的
リ
ス
ク
は
低

い
ケ
ー
ス
で
、
「
戦
術
的
に
対

応
す
る
」
戦
略
と
な
る
。

　
コ
ロ
ナ
危
機
を
機
に
、
医
薬

品
、
医
療
用
品
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア

用
品
、
精
密
機
器
な
ど
へ
の
ア

ク
セ
ス
確
保
の
重
要
性
が
認
識

さ
れ
、
関
税
は
引
き
下
げ
ら
れ

る
可
能
性
が
あ
る
。
一
方
で
、

先
進
国
で
低
価
格
の
医
療
用
品

な
ど
の
国
内
生
産
が
急
拡
大
す

る
可
能
性
は
低
い
。
こ
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
の
製
品
に
関
し
て
は
、

現
時
点
で
の
地
政
学
的
リ
ス
ク

は
大
き
く
な
い
た
め
、
生
産
を

国
内
に
切
り
替
え
る
コ
ス
ト
を

正
当
化
し
に
く
い
。
企
業
は
関

税
の
回
避
、
地
域
物
流
拠
点
で

の
在
庫
積
み
増
し
、
国
内
で
の

備
蓄
な
ど
戦
術
的
に
短
期
的
対

応
を
と
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
し
か
し
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で

も
、
例
え
ば
新
型
コ
ロ
ナ
治
療

薬
な
ど
を
国
内
で
生
産
す
る
よ

う
政
治
的
圧
力
が
か
か
れ
ば
、

い
ず
れ
企
業
は
国
内
回
帰
を
検

討
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
製
造

業
、
重
工
業
、
石
油
・
ガ
ス
産

業
も
、
供
給
途
絶
リ
ス
ク
を
回

避
す
る
と
と
も
に
予
備
の
供
給

源
を
確
保
す
る
目
的
で
、
コ
ス

ト
高
に
な
っ
て
も
高
性
能
部
品

な
ど
の
国
内
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の

確
保
に
乗
り
出
す
は
ず
だ
。

　
第
４
に
国
内
回
帰
の
困
難
度

も
地
政
学
的
リ
ス
ク
も
低
い
ケ

ー
ス
で
、
「
国
内
調
達
に
切
り

替
え
る
」
戦
略
と
な
る
。

　
文
化
の
違
い
に
影
響
さ
れ
や

す
い
品
目
や
国
内
に
供
給
源
を

確
保
で
き
る
品
目
は
、
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
国
内
回
帰
が
主

流
と
な
る
だ
ろ
う
。
国
産
品
へ

の
消
費
需
要
が
高
ま
れ
ば
、
こ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
は
成
長
が
期

待
で
き
る
。例
え
ば
生
鮮
食
品
、

高
度
な
医
薬
品
（
遺
伝
子
治
療

な
ど
）や
高
度
な
医
療
用
品（
人

工
呼
吸
器
な
ど
）
だ
。
衣
料
分

野
な
ど
、
す
ぐ
に
受
け
取
り
た

い
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
で
も
国
内
立

地
が
重
要
な
条
件
と
な
る
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
は
今
後
５
年
間
、
こ
こ

に
示
し
た
方
向
で
変
化
す
る
と

予
想
す
る
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く

混
乱
の
時
代
と
な
る
だ
ろ
う
。

米中分断下の供給網　㊤

製造業の米国回帰は困難
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